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本日の進め方

鵠沼海岸５丁目の水害の実情を知る

本日の進め方

WS鵠沼海岸５丁目の水害の実情を知る
（住民自身による被災体験をベースにした被害想定）

WS

地域発

条件を設定して５丁目で起きる事態を想定する
（前提条件の整理と想定する事態の明確化）

WS
FSV

地域発

防災ラジ
オドラマ

に

その時の行動や意見を時間を追って書き出してみる
（シナリオ化）事前準備・事中対応・事後処理

WS

に

そのような事態を防ぐための事前対策を考える
（できるだけ根本的な問題解決につながる対策）

WS
（できるだけ根本的な問題解決につながる対策）

事前対策を行動に移す事前対策を行動に移す
(WS終了後の地域の活動）



事前シナリオ・事中シナリオ・事後シナリオ事前シナリオ・事中シナリオ・事後シナリオ

事前準備シナリオ （第1回）事前準備シナリオ （第1回）

•数日以内に地域に水害が予想された場合、何を準備するか

•現在の人的、物的資源ではどこまでできるか

事中対応シナリオ （第1回＆第2回）事中対応シナリオ （第1回＆第2回）

•いざ災害が発生しはじめたらどう対処するか

•支援の必要な人と支援のできる人をどうつなぐか支援の必要な人 支援のできる人を う なぐ

事後処理シナリオ （第2回）事後処理シナリオ （第2回）

•災害の後始末を、地域でできることを中心に議論する

•場合によっては外部からの支援（ボランティア）も考える•場合によっては外部からの支援（ボランティア）も考える



海岸5丁目と3丁目を
中心とする引地川の中心とする引地川の
氾濫に伴う浸水想定
範囲は2004年の台風
22号の際に内水氾濫
した範囲とよく一致

しています。

藤沢市洪水ハザードマップ



状況と課題１ 事前準備シナリオの検討

台風の接近と事前準備

気象庁 表 れば 今後 時• 気象庁の発表によれば、今後72時間以内に
神奈川県南部では総雨量300ミリから400ミリ
の豪雨の可能性が指摘されている。

• 過去に水害を経験した住民からは、災害に備
えて何か準備をしておくほうが良いのではな何 準備を おく う 良 な
いかという声が出はじめている。

• 町内会としては何をどのような段取りで進め、
災害に備えるか、時間を追って整理してみま災害 備 る 、時間を追 整 みま
しょう。



事前準備のアクションシナリオ（提案順）

No. アクション

1 逃げる1 逃げる

2 自家用車を土地の高いところに移動する（江ノ電車庫、マンション）

3 土嚢を用意する

4 要援護者と日ごろから連絡を取りあう

5 セブンイレブン前を監視するイ 前を監視する

6 集水マスや側溝のごみの詰まりをチェックする

7 引地川の水が逆流するか市に確認する

8 連絡体制を作る8 連絡体制を作る



江ノ電車庫 藤和マンション
自動車避難 自動車避難

集水マス、
側溝の掃除



考えられる事前準備参考 考えられる事前準備

• 町内会の「災害対策本部」の設置会 災害対策本部」 設置

• 連絡網の確認（電話、直接の声掛け、留守宅の確認）

• 状況把握体制の整備（一番水が出やすいところの特定と監視体状況把握体制の整備（ 番水が出やすいところの特定と監視体
制、地域住民への伝達に備える）

• 排水溝や側溝の点検（詰まりはないか）

• 引地川の水位の確認

• 避難体制の整備（避難所に必要な物資をそろえる）

• 高齢者・障害者などの地域での支援体制の確認

• 防災無線などの機器類の点検防災無線な 機器類 点検

• 浸水に備えた土嚢の用意

• 防災倉庫の点検防災倉庫の点検

• 水害が発生した場合の一時集合場所の確認



災害事前情報の収集参考 災害事前情報の収集

• 定期的に情報が届くもの（特別なことをしなく
ても得られる情報）

自分で情報を集めに行くもの（主に ）• 自分で情報を集めに行くもの（主に ）
Web

• あらかじめ登録しておくことで、欲しい情報が
届くもの（主に ）届くもの（主に ）mail



状況と課題２ 事中対応シナリオの検討

高取り残された高齢者

• 引地川の水位が徐々に上がると同時に、下
水道の排水能力を超えた雨水が道路にあふ水道 排水能力を超 雨水 道路 あふ
れ出し、気がつくとあっという間に床下まで水
がきた地区がでてきた。がきた地区がでてきた。

• 独居の高齢者の方の中に建物から出られな
くな た が出 ると う情報が 内会くなった人が出ているという情報が町内会の
災害対策本部に寄せられた。

• 災害時にも地元で出来る救援活動を時間に
沿って整理しましょう沿って整理しましょう。



ケース１：ケ ス１：

高齢者の独り暮らしの家で玄関前まで水が来はじめ
たとき 地域ではどのような支援ができるでしょうか？たとき、地域ではどのような支援ができるでしょうか？

ケース2：
ご主人が仕事に出かけていて、妊娠中の奥さまと幼児
しかいない家庭があり、移動をしないと車が水没しそう

な状況になった時はどうすればよいでしょうか？

ケース3：
学校は午前中で終わったけれど、風が強くなる中、川
のそばに遊びに出ている子供たちを見かけたという情そ 遊び 出 る子供 ちを見 け う情

報が入った時、どうすればよいでしょうか？



事中対応のアクションシナリオ
（第1回ＷＳでの提案順）（第1回ＷＳでの提案順）

No. アクション

1 小さな子ども 妊婦 のサポ ト1 小さな子ども、妊婦へのサポート

2 マンホールの蓋を開けるよう消防に要請

3 要援護者の救助に向かう

4 あらかじめトイレに行っておく

5 家具や貴重品を二階に運ぶ家具 貴 品を 階 運ぶ

6

7

88



考えられる事中対応参考 考えられる事中対応

地域 時 監視体制 維持• 地域での24時間監視体制の維持

• 停電や夜間に備えた照明、連絡網の確認停電や夜間に備えた照明、連絡網の確認

• 場合によっては救助

• ただし台風が接近する場合、風が相当強くな
るので、外出はかえって危険になる可能性がるので、外出はかえって危険になる可能性が
あるので注意が必要

自家用車の避難（移動）• 自家用車の避難（移動）

• 小中学生の登下校の安全確保



豪雨 ６４歳流され死亡 民家倒壊、土砂崩れも （和歌山）
7月7日12時34分配信毎日新聞

参考 7月7日12時34分配信毎日新聞

梅雨前線の影響で南から暖かく湿った空気が入り込んで
和歌山県内は、７日未明から局地的な豪雨に見舞われた和歌山県内は、 日未明から局地的な豪雨に見舞われた
。田辺市内で水田の様子を見に行った同市秋津川、電気
工事業、丸山充男さん（６４）が川に流され死亡。同市湊で
民家が倒壊して火災が発生、同市芳養地区で土砂崩れが
起き それぞれ１人を救出した 田辺市とみなべ町では計起き、それぞれ１人を救出した。田辺市とみなべ町では計
約２００世帯に避難勧告が出た。

県と田辺市によると、満潮と大雨が重なって河川が逆流す
るなどしたため 田辺市の沿岸部を中心に床上約６０戸るなどしたため、田辺市の沿岸部を中心に床上約６０戸、
床下約１５０戸の浸水が発生した。南部川でも同日朝、み
なべ町内ではんらん危険水位を一時超えた。

県教委によると、同日午前８時半現在、公立幼稚園・学校
のうち１校が休校、１３２校園で自宅待機措置を取ってい
る。

和歌山地方気象台によると、降り始めの５日午後２時～７
日正午の雨量は 同県白浜町白浜で２４５ ５ミリ 田辺市日正午の雨量は、同県白浜町白浜で２４５．５ミリ、田辺市
栗栖川で２２５．５ミリを記録した。

阪和自動車道は法面の崩落で、印南ＩＣ－南紀田辺ＩＣ間
が上下線とも通行止め また ＪＲ紀勢線は白浜－岩代間 河川がはんらんし冠水した畑や民家＝和歌山県田辺市でが上下線とも通行止め。また、ＪＲ紀勢線は白浜 岩代間
の徐行運転の影響で、運休や最大５５分の遅れが生じて
いる。

河川がはんらんし冠水した畑や民家＝和歌山県田辺市で
２００９年７月７日午前１０時３８分、本社ヘリから西村剛撮
影



状況と課題３ 事後処理シナリオの検討

害 後 考水害の後始末を考える

• 水害から一夜が明けて、被害状況が分かっ
てきた。数は多くないが床上まで浸水した家き 。数 多くな 床 ま 浸水 家
もあったらしい。中には高齢者の独り暮らしで
自分ですべてやらなければならない人もいる自分ですべてやらなければならない人もいる
という声も聞こえる。

災害 跡片付 決 楽 あ ま• 災害の跡片付けは決して楽ではありません。
地域でどのような支援ができるか議論しま
しょう。



ケース１：

定期的な通院治療が必要な障害をもった住民の方の
家が床上浸水になりました。地域では何か支援ができ

ないでしょうか？

ケース2：
ある事業所から出た廃油のため、汚染被害も大きく数
日間は除去が難しい状況です。気分が悪くなった高齢

者が出た場合、どう支援すればよいでしょうか。

ケース3：
市から水害で被災した世帯には災害見舞金が支給さ
れるという連絡がありました。でも手続きの仕方が分れる う連絡 ありま 。 も手続き 仕方 分
からないというお年寄りもいます。どうしますか？



事後処理のアクションシナリオ
チーム アクション

1

2

3

4



事後処理のアクションシナリオ
チーム アクション

1

2

3

4



考えられる事後処理参考 考えられる事後処理

地域 被災程度 把握（今後 対応 ため ）• 地域の被災程度の把握（今後の対応のために）

• 被災住宅の清掃、片付け（水害廃棄物）支援

• 食料や水など生活支援物資の配布

• 罹災証明発行のための申請の手伝い• 罹災証明発行のための申請の手伝い

• 保険金請求手続きなどのアドバイス



水害による家財の被害参
考 水害 よる家財 被害

家財の種類 廃棄した割合（％）

考

2004年の福井水害の際に床上浸水の被害を受けた世帯について

家財の種類 廃棄した割合（％）

冷蔵庫 42

ビテレビ 30

タンス 42タンス 42

畳 61

ビデビデオ 27

ラジオ 9ラジオ 9

エアコン 17

洗濯機 24



水害と保険
参
考 水害と保険

保険料は三井住友海上火災保険社の
計算例による

考

住宅火災保険

火災 落雷 爆発

住宅総合保険

住宅火災保険で補償

新型の住宅保険

住宅総合保険で補償火災・落雷・爆発
風・ひょう・雪災による

損害を補償

住宅火災保険で補償
される内容に加えて、
外部からの飛来・落下・

衝突 水ぬれ 暴行・破壊

住宅総合保険で補償
される内容に加えて、

破損・汚損、庭木の損害、

建物内での家族のケガに

保険料の例
建物 2000万円

衝突、水ぬれ、暴行・破壊、
盗難、水害

建物内での家族のケガに
よる介護状態の補償、
ドアロック交換費用、
仮住まい費用 その他建物 2000万円

家財 1000万円
価格協定特約付き

木造モルタル

保険料の例
住宅火災保険と同様の

物件の場合

仮住まい費用、その他

保険料の例
住宅火災保険と同様の木造モルタル

東京都世田谷区
36,000円/年～

物件の場合

47,000円/年～

住宅火災保険と同様の
物件の場合

65,000円/年～



罹災証明
参
考 罹災証明考

藤沢市鵠沼海岸5-XX-XX

災害を受けたときのり災証明につ
いては、火災以外の災害について
は、災害対策課で発行しています

0466(XX)XXXX

、災害 策課 発行 す
。大きな災害の場合は市職員が確
認次第発行することができます。
市の確認していない災害につきま

○○保険会社に水害保険金請求
のため

１

台風○○号に伴う床上浸水市の確認していない災害につきま
しては、写真や書類などで確認で
きれば、発行します。

平成21 10 XX ○ XX XX

鵠沼海岸 5 – XX - XX

床上浸水15センチ 居間 台所 一階寝室

問い合わせ：総務部災害対策課

０４６６－２５－１１１１ 内線８５００

（最終更新日 2006年 10月 1日）

床上浸水15センチ。居間、台所、一階寝室、

風呂場、トイレ、玄関が被災

（最終更新日：2006年 10月 1日）



藤沢市災害見舞金参
考 藤沢市災害見舞金

２００４年１月

考

災害見舞金は、次のような場合に支給されます。

１：市内にある居住用の家、店舗、事務所が火事な
どの災害により、 半焼以上の被害を受けた場
合。

２：大雨などにより床上浸水以上の被害を受けた
場合。場合。

３：火事等、故意または重大な過失のない災害によ
って市民が２１日以上入院した場合って市民が２１日以上入院した場合。

また、このような災害によって不幸にして死亡した場合は、
災害弔慰金が支給されます災害弔慰金が支給されます。



藤沢市災害援護資金参
考 藤沢市災害援護資金

２００４年１月

降 床 浸水 被害を受 た被災世帯 災害復 を促進する

考

降雨により床上浸水以上の被害を受けた被災世帯の災害復旧を促進する
ため、災害援護資金の融資を行います。

対象者対象者

１ 現に居住していた住居、または現に使用していた店舗、事業所が床上浸
水以上の被害を受けた世帯の世帯主

２ 災害発生日現在、藤沢市内に住民登録・外国人登録していること

３ 現に災害援護資金を受けていないこと

上記３ を満たしていること上記３つを満たしていること

融資限度額： １００万円 ・ 償還期間： ６年以内 ・ 利子： 年３％

申し込み： 災害発生後１ヶ月以内に、災害援護資金融資申込資格確認申請書を提出す
る｡確認書交付後、１ヶ月以内に、取扱金融機関に確認書を提出し、融資申込をする。取
扱金融機関で資格審査後 融資されます扱金融機関で資格審査後、融資されます。

必要なもの： 申請書・印鑑



地域で出来る災害後の処理の確認地域で出来る災害後の処理の確認

○ できる○ できる
or

できない× できない



排水溝や下水の掃除

事 前

排水溝や下水の掃除
（詰まり除去） 情報の収集 地域の安全点検

○ できる ○ できる ○ できる

× できない × できない × できない



事 前

地域住民への連絡 特定個所の監視

○ できる ○ できる

× できない × できない



土嚢積み（住宅周り） 家財を２階に上げる土嚢積み（堤防周り）

事 中

嚢積 （住 周り） 嚢積 （堤防周り）

○ できる ○ できる ○ できる

× できない × できない × できない



事 中

避難誘導 要援護者支援 車の移動

○ できる ○ できる ○ できる

× できない × できない × できない



住民の危険防止

事 中

住民の危険防止

○ できる

× できない



浸水地区の消毒作業 濡れた屋内の掃除荒れた庭の片づけ

事 後

浸水 消毒作業 濡れた屋内の掃除荒れた庭の片づけ

○ できる ○ できる○ できる

× できない × できない× できない



事 後

畳干し畳干し 安否確認 避難所の運営

○ できる ○ できる ○ できる

× できない × できない × できない



WSのまとめ
地域 事前対策 行動計 提案地域としての事前対策・行動計画の提案

必須項目 提案内容

誰が誰が
（主体）

誰と誰と
（協働）

何を何を
（行為）

いつまでに
（期限）（期限）
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必須項目 提案内容

誰が誰が
（主体）

誰と誰と
（協働）

何を何を
（行為）

いつまでに
（期限）（期限）



WSのまとめ
地域 事前対策 行動計 提案地域としての事前対策・行動計画の提案
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藤沢市南部処理区の現状

南部処理区は一部を除き、合流式下水道を採用しています。また、当処理区
では近年の宅地化の進展により 雨水の地下への浸透量が減ったこと 地球では近年の宅地化の進展により、雨水の地下への浸透量が減ったこと、地球
環境の変化による集中豪雨の発生などにより、下水道に流れ込む雨水の量も
増加し、しばしば局所的に浸水被害が発生しています。
合流式下水道改善事業
合流式下水道は、汚水と雨水を１つの管で排除する方式です。
これに対して分流式下水道は 汚水と雨水を別々の管で排除する方式ですこれに対して分流式下水道は、汚水と雨水を別々の管で排除する方式です。
藤沢市では南部処理区の一部を除き、浸水防除と水洗化の普及促進を同時
に、かつ早期に実現することが可能である合流式下水道を採用し、１９５５年
から整備を進めてきました。
合流式下水道は、雨天時に一定量以上の下水を河川などに放流する構造
上の特性があり、この下水を「雨天時越流水」といいます。上の特性があり、この下水を 雨天時越流水」といいます。
合流式下水道改善事業は、この「雨天時越流水」による汚濁負荷の削減、
きょう雑物（ゴミ）の流出を極力防止するための事業です。
また、当区域は浸水被害が発生している区域であることから、藤沢市の合流
式下水道改善事業は、「雨天時越流水対策」と「浸水対策」両面の目的を
もった事業となっております。事業 ります。
整備目標と対策手法
整備目標
合流式下水道改善（質対策）
・汚濁負荷量を分流式下水道に置き換えた場合と同程度以下とする。
＝分流式下水道並の負荷量

・各吐口でのきょう雑物の流出を極力少なくする。
浸水対策（量対策）
・１０年に１度の降雨（１時間当たり６０mm/程度）に対して、浸水する こ

とがないよう、整備等の向上を図る。
対策手法
浸水対策については、浸水区域にポンプ場・貯留管施設を設置し対策 を
図り、合流式下水道改善事業については、浸水対策用の貯留施設を用いて
初期汚濁の高い雨水を貯留することにより、汚濁負荷量の削減を図ります。
また、各吐口にスクリーン等を設置しきょう雑物の流出を極力少なくす る対
策を行います。なお、本市の合流式下水道を採用している面積（1,558ha）は
広く 膨大な事業費がかかるため 緊急性 即効性 ある地域から段階的広く、膨大な事業費がかかるため、緊急性・即効性のある地域から段階的に
進めます。


